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御 殿 場 市 危 機 管 理 課
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【すずらん防災出前講座資料】



講座の目的

特別養護老人ホームすずらんの皆様に、富

士山火山噴火発生時への備え、御殿場市富

士山火山避難計画の概要について説明して

必要な知識を身に着け、自助力を高めてい

ただく。



説 明 項 目

１ 富士山で起こりうる噴火現象

２ 御殿場市の富士山火山避難計画の概要

３ すずらんの避難（案）について

４ 日頃の備え

５ 質疑応答



１ 富士山で起こりうる噴火現象
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富士山で起こりうる噴火現象



富士山で起こりうる噴火現象

写真：GIFMAGAZINE気象庁ホームページ

① 火砕流

・噴火により放出された高熱
の岩石や破片が、地表に
沿って流れる現象

・火山灰と空気の混ざった高
熱の爆風は火砕サージ

・火砕流や火砕サージの速度
は時速百km以上、温度は
数百℃

・速度も早いので、事前の避
難が必要

・御殿場市の居住地区までの
影響なし

画像：雲仙普賢岳の火砕流の様子
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「2000年有珠山噴火による噴石被害（岡田弘氏提供）
2000年4月16日撮影」

② 大きな噴石

富士山で起こりうる噴火現象

・概ね20～30cm以上を大きな噴
石と定義。

・特に大きな物は1m超
・小さい物でも家の屋根や壁を突
き破る事がある

・登山中などに危険が増した場合
は、丈夫な建物内に避難

・やむをえず外出する場合には
ヘルメットを着用

・御殿場市の居住地区までの
影響なし
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引用：HUFFPOSTホームページ

③ 溶岩流

・溶岩が斜面を流れ下る
現象

・噴出したばかりの溶岩
の温度：900～1200℃

・木々を燃やし、水と触
れ水蒸気爆発を起こす

・流下速度は、一般的に
人が歩く速さ程度

・御殿場市の居住地区まで
の影響あり
・人の避難は比較的容易

画像：ハワイ島・キラウエア火山の溶岩流の様子

富士山で起こりうる噴火現象
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写真：気象庁ホームページ

④ 融雪型火山泥流

・雪の積もっている時期に、溶岩
や火砕流の熱で雪が溶けて起き
る泥流

・積もった雪が一気に溶ける
⇨土石流よりも速く
大量の泥流が谷筋や沢沿いを
遠方まで流下

・御殿場市の居住地区までの影響
あり。

・積雪期の噴火時等には、影響範
囲は事前の避難が必要

富士山で起こりうる噴火現象
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出典：気象庁ホームページ

⑤ 小さな噴石、降灰及び熱い降灰

・噴火により噴出した固形物のうち、
直径2mm以上：『小さな噴石』
直径2mm以下：『火山灰』

・小さな噴石は、火口から10㎞以上、
火山灰は、数十㎞から数百㎞以上風
に流されて運ばれることも

・火山の風下側では爆発的噴火に気付
いたら屋内等に退避すること

・御殿場市の居住地区までの影響あり
・場合によっては、立ち退き避難が必要

写真：桜島昭和火口の爆発による小さな噴石

写真：桜島の降灰（2009年9月）

富士山で起こりうる噴火現象
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写真：土石流による被害（雲仙普賢岳） 雲仙復興事務所HP

⑥ 土石流

・火山の噴火後、火山灰の
降り積もった地域に雨が
降ると土石流が発生しや
すくなります。

・こうした土石流や泥流は、
高速で斜面を流れ下り、
下流に大きな被害をもた
らします。

・噴火後に雨が予想されて
いる時は、川の近くや谷
の出口に近づかないよう
にしましょう。

・影響範囲は立退き避難が
必要

富士山で起こりうる噴火現象
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２ 御殿場市の富士山火山避難計画
の概要
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富士山噴火時の影響範囲（富士山ハザード統合マップ）



御殿場市富士山火山防災マップ（可能性マップ）
避難対象エリアの表示

第4次避難対象エリア
（溶岩流が24時間以内）

第5次避難対象エリア
（溶岩流が７日以内）

すずらん

分水嶺

第1次避難対象エリア
（想定火口範囲）

第2次避難対象エリア
（火砕流、大きな噴石）

第3次避難対象エリア
（溶岩流が３時間以内）

第6次避難対象エリア
（溶岩流が最終的(57日以内）



分水嶺

・滝ヶ原駐屯地
・キャンプ富士

・御殿場Ｉ．
Ｃ

・御殿場駅

・御殿場西中学校

・板妻駐屯地

中畑西区
▲６３５

竈区▲４２４

滝ケ原駐屯地
▲６７０

北久原区
▲４７３

東山区
▲３４９

▲４５９

板妻駐屯地
▲５０５

分水嶺（雨水が異なる方向へ分かれる境界・尾根）による影響

御殿場市役所

御殿場駅
▲４５０
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尾尻区
▲２６５

古沢区
▲４５５

柴怒田区
▲６３０

印野区
▲６３５



主要地区標高・河川の流れ

沼田

大坂

神山

時之栖

中畑南

北久原

二子

東山

二の岡

小山川
鮎沢川

鮎沢川

地蔵川

相
模
湾

砂沢川

黄瀬川

西川

久保川

黄瀬川

髙内川

駿河湾

分水嶺

神山小▲２９４

中畑西区▲６３５

竈区▲４２４

市役所▲４５９

東山▲４５３

印野小▲５８７

富士岡支所▲３７７

大坂区▲３３７

北久原区▲４７３
上柴怒田▲６８０

▲御殿場市内標高差：約４００ｍ
⇒ 降雪量に影響（豪雪災害）

滝ヶ原駐屯地▲６７０

降水は『南北に２分』される！
∴ 一ヶ所に集中しない ◎

萩原
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神場区▲４４５

二子区▲３６５

沼田区▲４４０

尾尻区▲２６５

板妻駐屯地▲５０５

駒門駐屯地▲３５０

★時之栖

★テニスコート
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溶岩流ドリルマップ（大規模噴火Ｌ３０）＝分水嶺より北（Ａパターン）

分水嶺
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溶岩流ドリルマップ（大規模噴火Ｌ３１）＝分水嶺で２分割（Ｂパターン）

分水嶺

18



19

溶岩流ドリルマップ（大規模噴火Ｌ３５）＝分水嶺より南（Ｃパターン）

分水嶺
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パターンＢ
パターンＡ

パターンＣ

溶岩流の流下パターンを区分した想定火口範囲
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溶岩流の流下パターンによる避難の考え方
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避難対象
エリア

溶岩流
到達時間

パターンＡ パターンＢ パターンＣ

３
次

２時間 時之栖、印野、板妻

３時間 保土沢、神場

４
次

６時間
中畑西 小木原、駒門、中清水

風穴、大坂、町屋、尾尻

１２時間
柴怒田、仁杉
中畑北

杉名沢

２４時間
上小林、水土野
山之尻、中畑東

川柳、中畑南、小木原
時之栖、永塚

竈、富士見原

５
次 ７日

古沢、塚原、六日市場
清後、美乃和
西田中、栢ノ木
北久原、御殿場、萩原
二枚橋、東田中
深沢、茱萸沢上
中畑西、中畑南

水土野、柴怒田
上小林、塚原、山之尻
六日市場、清後、仁杉、西田中
北久原、御殿場、萩原、中畑北
中畑東、茱萸沢上、保土沢
北畑、大沢、杉名沢、板妻
神場、竈、萩蕪、中山上
中山下、沼田、二子、駒門
中清水

中畑西、川柳、中畑南
中山下、神山、高内

６
次 最終

古沢、美乃和、栢ノ木、湯沢
二枚橋、東田中、鮎沢、深沢
茱萸沢下、川島田、神山、高内
風穴、大坂、富士見原、町屋
尾尻

永塚、北畑、大沢
中山上、二子

到達の危険なし
東山、二の岡、新橋、永原、森之腰、矢崎

溶岩流流下パターン別避難対象区

：噴火直後パターン避難 ：リアルタイムハザードマップ（ドリルマップ避難）による避難
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規模別・流下パターン別区分表（市全域）

パターンA
（分水嶺の北）

パターンB
（分水嶺の北南）

パターンC
（分水嶺の南）

規模別本数計

大規模
（L）

３
(28,29,30)

４
(31,32,33,34)

４
(35,36,37,38)

１１

中規模
（M）

３
(32,33,35)

５
(34,36,37,38,39)

７
(40,41,42,43,44

45,46)

１５

小規模
（Ｓ）

２
(35,36)

２
(38,39)

８
(40,41,42,43
44,45,46,47)

１２

パターン別本数
計 ８ １１ １９ ３８/２５２
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規模別区分表（御殿場地区）
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溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

1 御殿場 6 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

2 深　沢 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

3 東　山 0

4 東田中 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

5 二の岡 0

6 鮎　沢 2 2 ㉛㉜

7 新　橋 0

8 湯　沢 0

9 萩　原 7 4 ㉚㉛㉜㉝ 3 ㉟㊱㊲

10 二枚橋 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

11 西田中 6 4 ㉙㉚㉛㉝ 2 ㉟㊱

12 北久原 7 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 2 ㉟㊱

13 仁　杉 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲

14 栢ノ木 5 3 ㉙㉛㉝ 2 ㉟㊱

15 永　原 0

御殿場

L M S

一連 地 区 区



規模別区分表（富士岡地区）
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溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

16 竈 14 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 1 ㊸

17 萩　蕪 4 3 ㉜㉝㉞ 1 ㊳

18 沼　田 2 1 ㉞ 1 ㊳

19 二　子 3 1 ㉞ 2 ㊳㊷

20 中山上 5 3 ㉜㉝㉞ 2 ㊳㊷

21 中山下 16 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 8 ㊳㊴㊵㊶㊷㊹㊺㊻

22 風 穴 18 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 9 ㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 1 ㊹

23 中清水 19 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 9 ㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 2 ㊹㊺

24 駒 門 19 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 9 ㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 2 ㊹㊺

25 大　坂 17 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 9 ㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 1 ㊹

26 町　屋 16 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 8 ㊳㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 1 ㊹

27 高　内 5 4 ㉜㉝㉞㉟ 1 ㊷

28 尾　尻 15 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 7 ㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 1 ㊹

29 神　山 4 3 ㉝㉞㉟ 1 ㊷

30 富士見原 16 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 8 ㊳㊴㊵㊶㊷㊹㊺㊻ 1 ㊹

富士岡

L M S

一連 地 区 区



規模別区分表（原里地区）
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溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

31 川島田 1 1 ㉛

32 森之腰 0

33 杉名沢 15 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 2 ㊷㊸

34 神　場 23 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 10 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 5 ㊶㊷㊸㊹㊺

35 板　妻 23 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 10 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 6 ㊵㊶㊷㊸㊹㊺

36 保土沢 17 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 4 ㊵㊶㊷㊸

37 永　塚 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 4 ㊱㊲㊳㊴ 1 ㊴

38 北　畑 8 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 3 ㊲㊳㊴

39 大　沢 8 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 3 ㊲㊳㊴

40 矢　崎 0

原 里

L M S

一連 地 区 区



規模別区分表（玉穂地区）
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溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

41 茱萸沢下 1 1 ㉛

42 茱萸沢上 8 5 ㉚㉛㉜㉝㉞ 3 ㉟㊱㊲

43 中畑東 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲

44 中畑北 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲ 0

45 中畑南 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 5 ㉟㊱㊲㊳㊴

46 中畑西 13 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 5 ㉟㊱㊲㊳㊴ 3 ㊳㊴㊵

47 川　柳 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 4 ㊱㊲㊳㊴ 1 ㊴

玉 穂

L M S

一連 地 区 区



規模別区分表（印野地区）
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溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

48 小木原 16 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 7 ㊱㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 4 ㊵㊶㊷㊸

49 時之栖 16 6 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 4 ㊵㊶㊷㊸

50 印　野 15 3 ㊱㊲㊳ 7 ㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 5 ㊸㊹㊺㊻㊼

印 野

L M S

一連 地 区 区



規模別区分表（高根地区）
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溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

51 塚　原 5 3 ㉙㉚㉛ 2 ㉟㊱

52 六日市場 4 3 ㉙㉚㉛ 1 ㉟

53 美乃和 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

54 清　後 6 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

55 山之尻 5 3 ㉙㉚㉛ 2 ㉟㊱

56 柴怒田 6 4 ㉙㉚㉛㉜ 2 ㉟㊱

57 上小林 8 4 ㉘㉙㉚㉛ 4 ㉝㉞㉟㊱

58 水土野 7 4 ㉙㉚㉛㉜ 3 ㉞㉟㊱

59 古　沢 5 3 ㉘㉙㉛ 2 ㉝㉞

高 根

L M S

一連 地 区 区



溶岩流の流下方向に対して直交方向への避難イメージ

市街地のように傾斜が緩や
かになると流下速度が低下
する。溶岩流速度は徒歩より
遅くなる。

流下方向に対して直交方向
に避難することで安全確保が
可能でありかつ避難距離も短
くなる。

このため徒歩での移動は数
百mから数㎞程度となる。

↓
徒歩でも避難可能

溶岩流からの車両避難は車
両集中や降灰が生じ走行不
能による
渋滞が発生する可能性が大

避難行動要支援者の逃げ遅
れや救援車両の進出の遅れ
が発生 → 命の危険

30
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避難対象者の区分と避難手段

区 分 避難対象者

一般住民 御殿場市内に居住する住民(避難行動要支援者を除く。)

避難行動
要支援者

自分や家族の支援だけでは避難できない高齢者や障害者で、
避難行動要支援者名簿に記載された者

観光客等 御殿場市に訪れた観光客・登山者・通勤・通学者等

区 分 自家用車の有無 避難手段

一般住民
あり

原則徒歩
なし

避難行動
要支援者

あり 自家用車

なし 市、県が手配したバス等の車両

観光客等
あり 自家用車

なし 公共交通機関等入域した手段

〇避難対象者の区分

〇避難手段
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御殿場地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①御殿場 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場高

②深 沢 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ ＹＭＣＡ東山荘

③東田中 ５ Ｍ３５ Ｌ３１ 富士見公園

④鮎 沢 ２ Ｌ３１ Ｌ３１ 鮎沢公民館

⑤萩 原 ７ Ｍ３５ Ｌ３１ 中央公園

⑥二枚橋 ５ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場小

⑦西田中 ６ Ｍ３５ Ｌ３１
御殿場高

東小、御殿場小

⑧北久原 ８ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場中

⑨仁 杉 １０ Ｍ３５ Ｍ３５ 市体育館

⑩栢ノ木 ２ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場高

32
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.26)に作成した防災マップとオーバレイ 参照



富士岡地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

① 竈 １４ Ｍ４１ Ｌ３４
竈幼稚園
富士岡小

②萩 蕪 ４ Ｍ３８ Ｌ３４ 富士岡小

③沼 田 ２ Ｌ３４ Ｌ３４ 富士岡小

④二 子 ３ Ｌ３４ Ｌ３４ 富士岡中

⑤中山上 ５ Ｌ３４ Ｌ３４ 富士岡小

⑥中山下 １６ Ｍ４２ Ｌ３４ 富士岡中

⑦風 穴 １８ Ｍ４３ Ｌ３６ 富士岡中

⑧中清水 １９ Ｍ４３ Ｌ３４ 富士岡小

33
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：



富士岡地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

⑨駒 門 １９ Ｌ３６ Ｌ３２ 富士岡小

⑩大 坂 １７ Ｍ４３ Ｌ３４ 富士岡中

⑪町 屋 １７ Ｍ４３ Ｌ３４ 神山小

⑫高 内 ２ Ｌ３４ Ｌ３４ 神山小

⑬尾 尻 １６ Ｍ４３ Ｌ３４ 神山小

⑭神 山 ４ Ｌ３５ Ｌ３４ 神山小

⑮富士見原 １６ Ｍ４４ Ｌ３５ 神山小

34
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.19)に作成した防災マップとオーバレイ
参照



原里地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①川島田 １ Ｌ３１ Ｌ３１ 森之腰公民館

②杉名沢 １５ Ｍ４１ Ｌ３４ 朝日小

③神 場 ２３ Ｍ４３ Ｌ３６ 朝日小

④板 妻 ２３ Ｍ４２ Ｌ３６ 原里中

⑤保土沢 １７ Ｍ４１ Ｌ３４ 原里小

⑥永 塚 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 市体育館

⑦北 畑 ８ Ｌ３４ Ｌ３１ 市体育館

⑧大 沢 ８ Ｌ３２ Ｌ３１ 朝日小

35
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.12)に作成した防災マップとオーバレイ
参照



玉穂地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ
数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①茱萸沢下 １ Ｌ３１ Ｌ３１ 玉穂第１保育園

②茱萸沢上 ８ Ｌ３１ Ｌ３１ 玉穂小

③中畑東 １０ Ｍ３５ Ｌ３１ 玉穂小

④中畑北 １０ Ｍ３５ Ｌ３１ 西中

⑤中畑南 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 西中

⑥中畑西 １３ Ｍ３８ Ｌ３１ 西中

⑦川 柳 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 西中

36
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.20)に作成した防災マップとオーバレイ
参照



印野地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①小木原 １６ Ｍ４１ Ｌ３４
樹空の森
西中

②時之栖 １６ Ｍ４１ Ｍ４１
樹空の森
西中

③印 野 １５ Ｌ３６ Ｍ４２ 西中

37
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.21)に作成した防災マップとオーバレイ
参照



高根地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①塚 原 ５ Ｍ３５ Ｌ２９ 高根中

②六日市場 ４ Ｍ３５ Ｌ２９ 高根小

③美乃和 ５ Ｍ３５ Ｌ３３ 高根小

④清 後 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 高根小

⑤山之尻 ５ Ｍ３５ Ｍ３５ 高根中

⑥柴怒田 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 市体育館

⑦上小林 ８ Ｌ３０ Ｌ３１ 高根中

⑧水土野 ７ Ｍ３５ Ｌ２９ 市体育館

⑨古 沢 ５ Ｌ２８ Ｌ２９ 高根小

38
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.10.3)に作成した防災マップとオーバレイ
参照



避難対象
エリア

溶岩流
到達時間

パターンＡ パターンＢ パターンＣ

３
次

２時間 時之栖、印野、板妻

３時間 保土沢、神場

４
次

６時間
中畑西 小木原、駒門、中清水

風穴、大坂、町屋、尾尻

１２時間
柴怒田、仁杉
中畑北

杉名沢

２４時間
上小林、水土野
山之尻、中畑東

川柳、中畑南、小木原
時之栖、永塚

竈、富士見原

５
次 ７日

古沢、塚原、六日市場
清後、美乃和
西田中、栢ノ木
北久原、御殿場、萩原
二枚橋、東田中
深沢、茱萸沢上
中畑西、中畑南

水土野、柴怒田
上小林、塚原、山之尻
六日市場、清後、仁杉、西田中
北久原、御殿場、萩原、中畑北
中畑東、茱萸沢上、保土沢
北畑、大沢、杉名沢、板妻
神場、竈、萩蕪、中山上
中山下、沼田、二子、駒門
中清水

中畑西、川柳、中畑南
中山下、神山、高内

６
次 最終

古沢、美乃和、栢ノ木、湯沢
二枚橋、東田中、鮎沢、深沢
茱萸沢下、川島田、神山、高内
風穴、大坂、富士見原、町屋
尾尻

永塚、北畑、大沢
中山上、二子

到達の危険なし
東山、二の岡、新橋、永原、森之腰、矢崎

溶岩流流下パターン別避難対象区

：パターン避難 ：リアルタイムハザードマップ（ドリルマップ避難）による避難
39



規模別区分表（原里地区）

40

溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

31 川島田 1 1 ㉛

32 森之腰 0

33 杉名沢 15 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 2 ㊷㊸

34 神　場 23 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 10 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 5 ㊶㊷㊸㊹㊺

35 板　妻 23 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 10 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 6 ㊵㊶㊷㊸㊹㊺

36 保土沢 17 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 4 ㊵㊶㊷㊸

37 永　塚 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 4 ㊱㊲㊳㊴ 1 ㊴

38 北　畑 8 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 3 ㊲㊳㊴

39 大　沢 8 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 3 ㊲㊳㊴

40 矢　崎 0

原 里

L M S

一連 地 区 区



原里地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①川島田 １ Ｌ３１ Ｌ３１ 森之腰公民館

②杉名沢 １５ Ｍ４１ Ｌ３４ 朝日小

③神 場 ２３ Ｍ４３ Ｌ３６ 朝日小

④板 妻 ２３ Ｍ４２ Ｌ３６ 原里中 朝日小

⑤保土沢 １７ Ｍ４１ Ｌ３４ 原里小 朝日小

⑥永 塚 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 市体育館

⑦北 畑 ８ Ｌ３４ Ｌ３１ 市体育館

⑧大 沢 ８ Ｌ３２ Ｌ３１ 朝日小

41
凡例：

第３次
避難対象エリア
溶岩流３時間以内

第４次
避難対象エリア
溶岩流24時間以内

第５次
避難対象エリア
溶岩流７日以内

第６次
避難対象エリア
溶岩流最終的



42

保土沢区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ41



保土沢区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ４１

43



44

保土沢区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ34



保土沢区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ３４

45



避難対象
エリア

溶岩流
到達時間

パターンＡ パターンＢ パターンＣ

３
次

２時間 時之栖、印野、板妻

３時間 保土沢、神場

４
次

６時間
中畑西 小木原、駒門、中清水

風穴、大坂、町屋、尾尻

１２時間
柴怒田、仁杉
中畑北

杉名沢

２４時間
上小林、水土野
山之尻、中畑東

川柳、中畑南、小木原
時之栖、永塚

竈、富士見原

５
次 ７日

古沢、塚原、六日市場
清後、美乃和
西田中、栢ノ木
北久原、御殿場、萩原
二枚橋、東田中
深沢、茱萸沢上
中畑西、中畑南

水土野、柴怒田
上小林、塚原、山之尻
六日市場、清後、仁杉、西田中
北久原、御殿場、萩原、中畑北
中畑東、茱萸沢上、保土沢
北畑、大沢、杉名沢、板妻
神場、竈、萩蕪、中山上
中山下、沼田、二子、駒門
中清水

中畑西、川柳、中畑南
中山下、神山、高内

６
次 最終

古沢、美乃和、栢ノ木、湯沢
二枚橋、東田中、鮎沢、深沢
茱萸沢下、川島田、神山、高内
風穴、大坂、富士見原、町屋
尾尻

永塚、北畑、大沢
中山上、二子

到達の危険なし
東山、二の岡、新橋、永原、森之腰、矢崎

溶岩流流下パターン別避難対象区

：パターン避難 ：リアルタイムハザードマップ（ドリルマップ避難）による避難
46



規模別区分表（玉穂地区）

47

溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

41 茱萸沢下 1 1 ㉛

42 茱萸沢上 8 5 ㉚㉛㉜㉝㉞ 3 ㉟㊱㊲

43 中畑東 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲

44 中畑北 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲ 0

45 中畑南 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 5 ㉟㊱㊲㊳㊴

46 中畑西 13 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 5 ㉟㊱㊲㊳㊴ 3 ㊳㊴㊵

47 川　柳 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 4 ㊱㊲㊳㊴ 1 ㊴

玉 穂

L M S

一連 地 区 区



玉穂地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ
数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①茱萸沢下 １ Ｌ３１ Ｌ３１ 玉穂第１保育園

②茱萸沢上 ８ Ｌ３１ Ｌ３１ 玉穂小

③中畑東 １０ Ｍ３５ Ｌ３１ 玉穂小

④中畑北 １０ Ｍ３５ Ｌ３１ 西中

⑤中畑南 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 西中

⑥中畑西 １３ Ｍ３８ Ｌ３１ 西中

⑦川 柳 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 西中

48
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.20)に作成した防災マップとオーバレイ
参照



49

中畑西区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ38

49駒門SIC

矢場居

原里小前

中畑

印野

板妻

神場東

中畑西



中畑西区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ３８



51

中畑西区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ31

富士岡駅
駒門SIC

矢場居

原里小前

中畑

印野

板妻

神場東

中畑西

51



中畑西区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ３１

野菊寮



避難対象
エリア

溶岩流
到達時間

パターンＡ パターンＢ パターンＣ

３
次

２時間 時之栖、印野、板妻

３時間 保土沢、神場

４
次

６時間
中畑西 小木原、駒門、中清水

風穴、大坂、町屋、尾尻

１２時間
柴怒田、仁杉
中畑北

杉名沢

２４時間
上小林、水土野
山之尻、中畑東

川柳、中畑南、小木原
時之栖、永塚

竈、富士見原

５
次 ７日

古沢、塚原、六日市場
清後、美乃和
西田中、栢ノ木
北久原、御殿場、萩原
二枚橋、東田中
深沢、茱萸沢上
中畑西、中畑南

水土野、柴怒田
上小林、塚原、山之尻
六日市場、清後、仁杉、西田中
北久原、御殿場、萩原、中畑北
中畑東、茱萸沢上、保土沢
北畑、大沢、杉名沢、板妻
神場、竈、萩蕪、中山上
中山下、沼田、二子、駒門
中清水

中畑西、川柳、中畑南
中山下、神山、高内

６
次 最終

古沢、美乃和、栢ノ木、湯沢
二枚橋、東田中、鮎沢、深沢
茱萸沢下、川島田、神山、高内
風穴、大坂、富士見原、町屋
尾尻

永塚、北畑、大沢
中山上、二子

到達の危険なし
東山、二の岡、新橋、永原、森之腰、矢崎

溶岩流流下パターン別避難対象区

：パターン避難 ：リアルタイムハザードマップ（ドリルマップ避難）による避難
53



規模別区分表（御殿場地区）

54

溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

1 御殿場 6 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

2 深　沢 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

3 東　山 0

4 東田中 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

5 二の岡 0

6 鮎　沢 2 2 ㉛㉜

7 新　橋 0

8 湯　沢 0

9 萩　原 7 4 ㉚㉛㉜㉝ 3 ㉟㊱㊲

10 二枚橋 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

11 西田中 6 4 ㉙㉚㉛㉝ 2 ㉟㊱

12 北久原 7 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 2 ㉟㊱

13 仁　杉 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲

14 栢ノ木 5 3 ㉙㉛㉝ 2 ㉟㊱

15 永　原 0

御殿場

L M S

一連 地 区 区

Ａパターン Ｂパターン



御殿場地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①御殿場 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場高

②深 沢 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ ＹＭＣＡ東山荘

③東田中 ５ Ｍ３５ Ｌ３１ 富士見公園

④鮎 沢 ２ Ｌ３１ Ｌ３１ 鮎沢公民館

⑤萩 原 ７ Ｍ３５ Ｌ３１ 中央公園

⑥二枚橋 ５ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場小

⑦西田中 ６ Ｍ３５ Ｌ３１
御殿場高

東小、御殿場小

⑧北久原 ８ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場中

⑨仁 杉 １０ Ｍ３５ Ｍ３５ 市体育館

⑩栢ノ木 ２ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場高

55
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.26)に作成した防災マップとオーバレイ 参照
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西田中区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ３５

富士岡駅
矢場居

原里小前

中畑

印野

板妻

神場東

西田中区

市役所北

萩原北



西田中区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ３５
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西田中区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ３１

中畑

58

富士岡駅

矢場居

原里小前
印野

板妻

神場東

東田中区

58

市役所北

萩原北



西田中区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ３１
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噴火警戒レベルにおける火山活動と対応の基準

60

火山の状況に
関する解説情報

（臨時）



⇒ 御殿場市の対象エリア：第３～
６次

※上記は、標準的な対応を示したものであり、各市町村が地域特性を考慮した上で、避難準備や移動手段を選択し、それぞれの計画とすることを想定
している。

（２～７日）

園児・児童・生徒の引き渡し

61

自主的な分散避難を実施

自主的な分散避難を実施



避難対象
エリア

第１次 第２次 第３次 第４次 第５次 第６次

避難者の
属性

観光客等
（登山者を含む。）

観光客等
要支
援者

一般
市民

要支
援者

一般
市民

要支
援者

一般
市民

要支
援者

一般
市民

レベル１ 平 時（活火山であることに留意）

解説情報
（臨時）

帰 宅
（登山者は下山）

帰 宅

情報収集

レベル３

避難
準備

情報収集

園児・児童・生徒の引き渡し

レベル４
避難
開始

避難準備 情報収集

レベル５ 避難準備
情報
収集

避難
準備

情報
収集

噴火直後
避難開始

（対象パターンで
必要な範囲）

避難準備

噴火状況
判明後

避難開始
（リアルタイムハザードマップで

必要な範囲） 62

溶岩流の流下に伴う避難対象エリア別避難等開始基準（いつ）



３ すずらんの避難（案）について

63



64

通院・通所型の施設にあっては、遅くとも地域ごとに定められた避難行動要支援者
の避難開始基準までに施設を閉鎖し、利用者を避難させる。

（富士山火山避難基本計画より）

避難行動要支援者の避難開始基準
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【山体の近くに位置する施設の例】

【噴火後５～７日程度で溶岩流が到達する可能性がある地域に位置する施設の例】

病院施設の対応例
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避難行動要支援者の避難について、特に噴火前や噴火開始直後に予備的に避難
を行う場合は、必ずしも影響範囲外まで立ち退かなくとも、図 ３-１４のように
移動用車両を待機させ、速やかに避難できる体制への移行も含むものとする。

避難行動要支援者の避難イメージ
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噴火前や噴火開始直後に予備的に避難を行う場合は、必ずしも影響範囲外ま
で立ち退かなくとも、図 ３-１４のように移動用車両を待機させ、速やかに避
難できる体制への移行も含むものとする。

避難行動要支援者搬送の中継ポイント設置のイメージ
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避難実施施設と避難受入施設のイメージ
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すずらんの避難について（案）

１ 避難対象エリア
第４次避難対象エリア
（２４時間以内に流下）

２ 避難の時期
噴火警戒レベル４
（高齢者等避難）

３ 避難先
避難対象エリア外の
社会福祉法人博友会の施設

４ 避難の手段
施設の車両
・マイクロバス等



70

御殿場市の福祉避難所

施設名 種別 所在地 電話 対象避難所（参考）

１
御殿場
地区

御殿場十字の園 高齢者 深沢1465-1 83-1999
御殿場高校、御殿場小学校
鮎沢公民館、ＹＭＣＡ東山荘
東小学校、二の岡地区コミセン

２

富士岡
地区

富岳の園 障害者 神山1925-1148 87-0167
南小学校、御殿場南高校
神山小学校
駒門地区児童構成体育施設

富岳の郷 障害者 神山1940-7 87-3198

御殿場高校、御殿場小学校、南中学校
鮎沢公民館、ＹＭＣＡ東山荘
二の岡地区コミセン、東小学校
竈幼稚園、富士岡小学校、富士岡中学校

３

４
オレンジシャトー富
岳

高齢者 神山1925-1193 87-5553

竈幼稚園、富士岡小学校
富士岡中学校、神山小学校
駒門地区児童厚生体育施設
印野小学校

５

原里地区

さくら学園 障害者 川島田1976 89-0789
原里小学校、原里中学校、朝日小学校
森之腰幼稚園、原里西幼稚園
高根小学校、高根第２保育園

６ 白雪 高齢者 川島田270 82-7601
御殿場南小学校、南中学校、原里小学校、
原里中学校、森之腰幼稚園、原里西幼稚園
朝日小学校

７ 玉穂地区 野菊寮 障害者 中畑1798 89-1421

御殿場愛郷報徳会館
御殿場農協本店
玉穂第１保育園、玉穂小学校
中畑西区コミセン、印野小学校

８ 高根地区 すずらん 高齢者 上小林1527-19 78-7900

御殿場南高校、御殿場愛郷報徳会館
御殿場農協本店
玉穂第１保育園、玉穂小学校
中畑西区コミセン
高根小学校、高根第２保育園



参考資料 避難促進施設への指定及び
避難確保計画の作成

71



避難促進施設への指定について
２４．１０．３１
危 機 管 理 課

１ 指定の意義・目的及び位置づけ
避難促進施設とは活火山法に基づき、火山噴火などの影響範囲内に立地する施設

で、火山現象による被害から施設利用者を円滑に避難させることを目的としている。
避難促進施設は市町が地域防災計画に定めるものであるが、富士山として統一的

に進めるため、協議会にて統一基準を定めることとする。

２ 協議会統一基準
（避難対象エリア別の避難促進施設に指定すべき対象施設）

避難対象エリア 対象となる施設 施設の例

第１次避難対象エリア ・施行令第１条第１項に該当する全ての施設
・施行令第１条第２項に該当する全ての施設

宿泊施設、観光施設など
学校・児童関連施設、社会
福祉施設、医療施設など

第２次避難対象エリア
及び融雪型火山泥流に
よる影響想定範囲のう
ち事前の避難が必要な
区域

・施行令第１条第１項のうち大規模な集客施設※
・施行令第１条第２項第２号から第６号及び第８
号のうち入院、入所施設を有する施設
・施行令第１条第２項第１号及び第７号に該当す
る施設

宿泊施設、観光施設など
社会福祉施設、医療施設な
ど
学校・児童関連施設

第３次避難対象エリア ・施行令第１条第２項第２号から第６号及び第８
号のうち入院、入所施設を有する施設
・施行令第１条第２項第１号及び第７号に該当す
る施設

社会福祉施設、医療施設な
ど
学校・児童関連施設

第４次避難対象エリア 施行令第１条第２項第１号及び第７号に該当す
る施設

学校・児童関連施設

※ 大規模な集客施設とは消防法施行令第４条の２の２第１項に規定される施設の規模（収容人員が300 
人以上のもの）を参考とする



３ 学校・児童関連施設の避難対策（富士山火山避難基本計画第３編第３章３）
（基本的な考え方）
第４次避難対象エリアから内側に位置する学校・児童関連施設のうち、※施行令第

１条第２項第１号及び第７号に該当する施設について、市町は避難促進施設への指
定を検討する。なお、第５次及び第６次避難対象エリアの学校・児童関連施設を避
難促進施設に指定することを妨げるものではない。

※第１号：児童福祉法第六条の二の二第一項に規定する障害児通所支援事業（児童発達支援又は放課後等デ
イサービスを行う事業に限る。）、同法第六条の三第一項に規定する児童自立生活援助事業、同条第二項に
規定する放課後児童健全育成事業、同条第三項に規定する子育て短期支援事業又は同条第七項に規定する一
時預かり事業の用に供する施設

第７号：幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校、高等専門学
校又は専修学校（高等課程を置くものに限る。）

４ 指定する学校・児童関連施設（検討案）

区 分 学校・児童関連施設

幼 稚 園
（４施設）

印野こども園、原里第２保育園、高根第２保育園
高嶺の森のこども園

小 学 校
（２施設）

印野小学校、上小林分校

特別支援学校
（１施設）

御殿場特別支援学校

５ 避難促進施設への指定（第３次・第４次避難対象エリア）
別紙１、２参照



高根第２保育園

東保育園

高根第１保育園

西保育園

原里第１保育園

玉穂第１保育園

玉穂第２保育園

御殿場幼稚園

原里幼稚園

玉穂幼稚園

森之腰幼稚園

御殿場小学校

御殿場南小学校

原里小学校

玉穂小学校

高根小学校

上小林分校

朝日小学校

東小学校

御殿場中学校

原里中学校

西中学校

高根中学校

南中学校

御殿場高校

御殿場南高校

御殿場西高校

第5次避難対象エリア
（溶岩流が７日以内）

第6次避難対象エリア
（溶岩流が最終的(57日以内）

第3次避難対象エリア
（溶岩流が３時間以内）

印野こども園

印野小学校

第4次避難対象エリア
（溶岩流が24時間以内）

高嶺の森のこども園

避難促進施設への指定（第３次・第４次避難対象エリア）
別紙１



富士岡幼稚園

竈幼稚園

富士岡小学校

神山小学校

富士岡中学校

第5次避難対象エリア
（溶岩流が７日以内）

第6次避難対象エリア
（溶岩流が最終的(57日以内）

第3次避難対象エリア
（溶岩流が３時間以内）

第4次避難対象エリア
（溶岩流が24時間以内）

御殿場特別支援学校

原里第２保育園

避難促進施設への指定（第３次・第４次避難対象エリア） 別紙２
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避難確保計画の作成について



富士山噴火時等の避難確保計画（案）の目次

０．はじめに
１．計画の目的
２．当施設の置かれた状況
３．避難確保計画の対象とすべき人数及び範囲
４．防災体制
５．火山の状況の推移に応じた対応
６．資器材の配備等（必要な物資等）
７．防災教育及び訓練の実施、利用者等への周知・啓発
８．参考資料
９．様式集
１０．その他



４ 日頃の備え

78



自宅での避難生活

在宅生活継続（在宅避難）が最良 79



昭和５６年５月以前建築された木造住宅が対象

木造住宅耐震補強等事業

耐震補強工事費への補助

最大１００万円 ＋
全員６５歳以上

２０万円

税金の優遇制度（耐震改修促進税制）

所得税

固定資産税

耐震補強工事費又は基準額の１０％を控除（２５万円上限）

耐震補強工事をすると、１年間半額に減税

耐震化（災害に強い家に住む）

80
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レイアウトを工夫し安全空間の確保

家具のない
安全なスペース

下駄箱にバール

飛散防止フィルム

テレビも固定

ピアノはキャ
スターを固定

ガスボンベは
チェーンで固定

冷蔵庫はベルトで
電子レンジは粘着

マットで固定

家具の上にガラス製品
や重い物を置かない

倒れる家具は
ベットから離す



家具・家電の固定、ガラス飛散防止

申請は１世帯につき１回限りです。
受付は御殿場市役所危機管理課(82-4370)または各支所、駅前サービスセンターへ

家庭内家具等転倒防止推進事業

固定台数
申請者負担額

一般世帯 高齢者世帯等

１台 2,100円 630円

２台 2,400円 720円

３台 2,700円 810円

４台 3,000円 900円

５台 3,300円 990円

家庭内家具等転倒防止推進事業（御殿場市の状況）

82
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必要な物資等の備蓄

83
83
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(5) 降灰（小さな噴石を含む）可能性マップ
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(5) 火山灰による被害 その１

気象庁HP 降灰予報リーフレットより抜粋
86



(5) 火山灰による被害 その２

気象庁HP 降灰予報リーフレットより抜粋

87



88

88
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屋内退避に備え平時から次の事項を検討

89



90
90



火山灰の正体は、こんなやつ！！



避難する時は・・・

火山灰や噴石から、
身を守る。

熱が籠っている
噴石などから、守る。

上から降ってくる
火山灰から、身を守る。

堆積した、火山灰により、
滑りやすくなっているので、
なるべく滑り止めのついている靴

非常持出し品など

火山灰を吸い込まな
いように又、眼に入
らないようにする。

火山灰を吸い込まないよ
うに又、眼に入らないよ
うにする。

噴煙で太陽が遮られると、昼
間でも真っ暗になるため、懐中
電灯も必要になる。

92 92



５ 質疑応答

93


